
MF DIPクリーナーのご紹介

ベルトクリーナー現場写真



耐摩耗性に優れたセラミックス（幅15mm）製掻き取り部【MF DIP ベルトクリーナーの紹介】

ベルトの局部的な磨耗、補修箇所等の突起に沿って接触する弾
性体（ウレタンバー）

※写真はサンプル機となります。

掻き取りした付着物がウレタンバーへの再付着を防止する防塵シート

※サンプル機の為、掻き取り部半分の取付となっています。

調整ボルトのみで掻き取り部をベルトに押し付けますので、調整作業
が簡単です。





【ＭＦ DIP クリーナーと従来クリーナーの比較】

ＭＦ DIP クリーナー



【掻き取り方の比較】

ＭＦ ＤＩＰ クリーナー 従来のベルトクリーナー

１）ウレタンバーが瞬間的に大きく撓む。

エンドレスの剥離を瞬間的に回避する。
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１）サスペンション部の剛性が大きいため撓むことができないので、ベルト

がクリーナを乗り越える状態になる。

２）チップの厚みが薄いので、面圧が大きくなる。 ２）チップ厚みが厚いので、面圧が小さくなりダストの掻き取り性能が低下

する。ダストの掻き取り性能が高い。
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【MF DIP クリーナ 推奨取付位置】

スナッププーリ

衝撃

ヘッドプーリ

ベルト進行方向

ベルトがフラットになっており、チップとベルト
が理想的な当たりとなる

１）ベルトに直角に取り付けることをお勧めいたします。掻き取り後のダスト落下がスムーズになります。

２）シュート内に取り付けることをお勧めいたします。掻き取り後のダスト処理が不要になります。

３）上下変動するヘッドプーリーの真下は避けてください。クリーナーが破損する恐れがあります。

（その場合の対策として、クリーナーを直角に取り付けない方法があります）





① ② ③ ④

１）ベルト下面にチップを当てる。

２）Aボルトを締める。

１）パイプを廻してクリーナーとベルトの
角度を設定する。

２）Bボルトを締める。

１）クリーナーを3～5mm突き上げる。

２）C押さえボルトを締める。

１）Dボルトを締める。

【取付要領】



【取付現場写真の比較】

他社製 クリーナー設置時 MF DIP クリーナー設置後

①プーリーに付着物がたまり、こびりついています。

②ベルトは付着物の色がつき、白色になっています。

①プーリーのラギング模様がはっきり見えるようになりました。

②ベルトの色が元の黒色に戻っています。
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ベルトの凹凸に合わせクリーナーの先端形状を自由自在に調整できる機能がつきました。

ウレタンバーをボルトで押し上げ、

ベルトの形状にチップを合わせる

ことができます。

変形した形状のベルトに対応する

ことができます。





搬送物 セラミックスチップ 超硬チップ

石炭 2年 3年

コークス 2ヵ月 6ヵ月

鉄鉱石 4ヵ月 1.2年

焼結 4ヵ月 1.2年

石灰石 1年 3年

木材 2年 6年

【チップの予想される寿命】

※本表は消耗試験（80M/minの場合）に基づくデータです。
条件により異なることがございます。


